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   開     議 

 

 

○町田義昭議長 おはようございます。これより

本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、11番、大沼 

久議員の１名であります。よって、ただいまの

出席議員は定足数に達しております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○町田義昭議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 我妻 昇議員の質問 

 

 

○町田義昭議長 順位６番、議席番号３番、我妻 

昇議員。 

  （３番我妻 昇議員登壇） 

○３番 我妻 昇議員 おはようございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 今定例会からインターネットによる議会中継

が開始されました。私がこうしてこの場で質問

できることはまさに光栄であり、同時に感動を

覚えるものであります。日本全国はもちろん、

世界じゅうに映像が配信されておりますので、

もしかすると長井市出身の世界で活躍している

方がごらんになっているのかもしれません。ま

た、長井に縁もゆかりもない方がたまたま見て

いることもあるでしょう。この議会中継が単に

情報公開の観点ばかりではなくて、長井に帰り

たい、長井に住みたいと思っている方の背中を

押すことになったり、今後のまちづくりの役に

立ったりすることがあればすばらしいなと思っ

ております。 

 議会傍聴に来ることができずにインターネッ

トをごらんになっている皆様には、ぜひ今度は

直接議会に傍聴に来ていただければ幸いと願っ

ている次第であります。 

 それでは、世界を意識しながら一般質問をさ

せていただきます。 

 通告しております質問は２点であります。 

 最初に、あやめ公園についてであります。 

 いよいよ６月10日、本日から７月10日までの

１カ月間、あやめまつりが開催されます。13日

には開園式があり、毎週末にはさまざまなイベ

ントが組まれているようです。 

 そもそもあやめ公園の成り立ちは、明治43年

に杉林を伐採した跡地に金田勝見氏らが野生の

アヤメ数十本を植え、茶店を開いたのが始まり

と言われています。途中、戦争により一時中断

したことはあるものの、我々の先人たちは99年

の長きにわたり公園を受け継ぎ、アヤメを守り

育ててきたのであります。 

 アヤメの花は長井市のシンボルであります。

あやめ公園は長井の歴史そのものであり、文化

であると思います。したがって、99年目に当た

ることし、平成21年、100周年に当たる来年、

平成22年は長井市にとって大変重要な年になる

のではないでしょうか。 

 そこで内谷市長にお尋ねいたしますが、こと

しから来年にかけて100周年の記念事業にはど

のように取り組んでいくおつもりでしょうか。

来年のことだから平成22年度の予算でやればい

いというものではないはずです。施政方針には

上杉鷹山や直江兼続の教えを掲載し、この難局

を乗り越えようとするのは大変すばらしいこと
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でありますが、あやめ公園をつくり守ってきた

人々、戦争によりほとんどなくなってしまった

花たちを見事復活させた人々の活躍にも注目し

てほしかったなと思っています。 

 私なりに考えた100周年記念事業は、単純な

ものですが次のとおりです。紹介いたします。 

 例えば、大好評の黒獅子まつりを６月にスラ

イドさせ、あやめ公園で開催してはどうか。期

間を決め入園料を無料にしてはどうか。夜のあ

やめ公園を見てもらうために夕方から無料にし、

園内で屋台祭りなどを開催してはどうだろうか。

長井踊りを復活させてはどうだろうか。市役所

の屋上のネオンを復活させてはどうだろうか。

小中学生から大人まで参加するアヤメの写生コ

ンテス卜はどうだろうか、これに賞金をかける

となおおもしろいと思います。 

 どんな事業に取り組むにしても今から計画的

に進める必要があるのでないでしょうか。内谷

市長はどのように考えていらっしゃるのか、お

聞かせください。 

 また、商工観光課長に質問いたします。 

 100周年を大々的にＰＲしなければならない

と思いますが、どのように取り組まれるのでし

ょうか。例えば、姉妹都市、フラワー都市、近

隣市町や関係する観光協会、県民や近隣県民へ

の周知をどのようにするのか。式典のようなも

のを考えているのかどうか。だとすれば来賓招

待というのも考えているのか。これらもまた、

今からの準備になるはずです。どのような計画

を立てているのかをお聞かせ願いたいと思いま

す。 

 次に、施設整備についても同じく商工観光課

長にお伺いいたします。 

 私はここ六、七年ほどあやめまつりにかかわ

ってまいりましたが、ことしは例年になく整備

にお金をかけているなあと感じております。大

規模な改修はないにしても、少し明るくなった

ような感じがしています。しかしながら、園内

園外各所には求められてる整備箇所はたくさん

あるようです。例えば、駐車場や料金をいただ

くところや出入り口やあやめ会館などの老朽化、

赤ちゃん用や子供向けのスペースの確保、雨の

日の水はけ対策、水路などにたまる慢性的なご

みやヘドロの除去、これは竹林が原因だと思い

ます。それに、滝山の水の流れの悪さ、以前は

豪快に流れていました。挙げれば切りがありま

せん。今後、施設整備はどのように考えている

のか、整備計画は立ててあるのか、お聞かせ願

いたいと思います。 

 ４番目に市民の気持ちについてであります。

私なりに感じていることは、あやめまつりを開

催する中で最も改善が必要なのは市民の気持ち

だと思っております。特に夕方から夜にかけて、

アヤメの花が最も魅力的に見える時間帯に、市

民の足が公園に運ばないということだと思って

います。100周年に当たりここをどうにかしな

ければ、これまでとそれほど変わらない年にな

ってしまうのではないかと懸念しているのであ

ります。思い切った取り組みでどうにか市民の

皆さんの意識改革を促し、100周年にふさわし

いお祭りができるよう切に願うものですが、市

長のご見解をお聞かせください。 

 ことし花火大会をするかしないかで観光協会

の理事会において意見が２つに分かれました。

しかし話し合いの結果、こんなときだからこそ

パーっと花火を打ち上げ、不景気風を吹き飛ば

そうという意見が強く、開催が決まりました。

それを受けて、今回市としても花火に対し200

万円の補正予算が上程されています。アヤメに

関しても同じように100周年記念で大いに長井

市を盛り上げ、景気回復の起爆剤にすべきだと

思いますが、市長のお気持ちをお聞かせくださ

い。 

 次の質問に移ります。 

 市報の広域化と発行回数についてであります。 

 市報についてはこれまでも何度か取り上げま
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した。しつこいようですが再度質問させていた

だきます。 

 現在、置賜地域の観光事業の広域連携が盛ん

になっております。置賜さくら回廊を中心とし

たやまがた花回廊はもとより、最近では大河ド

ラマ「天地人」を契機に、広域連携が大きな効

果を上げています。そのほか置賜地域それぞれ

の自治体には大きなイベントがたくさんありま

す。上杉まつりを筆頭に、長井市と米沢市では

花火大会、南陽市でよさこい祭り、白鷹では鮎

まつりやサンシャイントライアル、飯豊町では

牛肉まつりやＳＮＯＷえっぐフェスティバル、

高畠町でワインまつり、川西では「スウィング

ガールズ」から生まれた東北学生音楽祭など多

種多様に開催され、それぞれにぎわいを見せて

いるようです。 

 これらイベントの告知方法を見てみますと、

自分たちの住んでいる市や町が基本的な範囲と

なっております。他の市町に知らしめるために

はポスターを張ってもらうか、新聞広告などの

メディアに載せるか、インターネットを利用す

るかになります。しかし、これらの方法は結構

なお金がかかるか、もしくはそれほど効果がな

いように思えます。 

 そこで私は、各市町の市報、町報に、これら

の情報をお互いにやりとりできる枠を設けては

どうかという提案をするものであります。３市

５町あるいは西置賜でもいいと思います。年間

の掲載回数を決め、お互いに掲載記事のやりと

りをしてはどうか。イメージは物々交換です。

例えば、長井市の花火大会の記事をほかの２市

５町の市報、町報にそれぞれ掲載することがで

きたとします。長井市も含め約７万世帯もの

方々にお知らせすることになるのです。しかも

無料であります。効果ははかり知れないものが

あるのではないでしょうか。そのかわり２市５

町合わせて７つの記事をどこかで掲載しなけれ

ばなりません。 

 観光以外にもニーズはあると思います。例え

ば福祉団体やボランティア団体、ＮＰＯ団体は

どうでしょうか。近年は取り組む事業が広域化

してきていると思います。また、学校の行事、

特に長井高校、長井工業高校、荒砥高校、南陽

高校などに通う生徒を持つ親からは、学校行事

をもっと広く知らせたいという要望を聞くこと

があります。他の自治体にも広報したいのにお

金も媒体もないという問題を抱えているこれら

の組織にとって、市報の広域枠はとても頼もし

く、ありがたい存在になるのではないでしょう

か。内谷市長のご感想をお聞かせ願いたいと思

います。 

 総務課長からは、このような事例は他の自治

体にあるかどうか、置賜の市町にそれぞれの市

報、町報に広域枠を設けることについて声がけ

をすることは可能かどうか、お聞かせ願いたい

と思います。 

 重ねて総務課長へ順番を変えて質問させてい

ただきますが、有料記事の掲載は可能かについ

てであります。それは、市報への無料掲載にな

じまないような記事、例えばタスパークホテル

やはぎ苑などが主催するようなディナーショー、

ビアガーデン、会社の商品を販売するための展

示会や即売会、商店街の大売り出しなどです。

また、さきに述べた広域枠に載せられないよう

な他市町の記事も含めて、有料記事スペースを

設け、料金をちょうだいすれば、小額ではある

ものの貴重な収入源になり得ると思うのですが

いかがでしょうか、ご答弁をお願いしたいと思

います。 

 最後に、これが一番言いたいことになります

が、市報の発行回数についてであります。 

 今まで述べましたように、もしも、市報の中

身を発展、充実させることになるのであれば、

おのずとページ数がふえることになります。ま

してや昨年度から発行回数を減らして以来、ペ

ージ数はふえているのだからなおさらふえるの
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であります。一方で、地区長や地区役員はもと

より、多くの市民が、市報の発行回数が月１回

ではどうも不便だと感じているように思います。

少なくとも私のところにはそのような声が届い

ています。ページがふえて分厚くなってしまっ

たことと、月１回の発行が不便なことを同時に

解消するには、月２回の発行に戻すしかないの

ではないでしょうか。 

 昨年９月議会において私からの同じような質

問に対し、市長からは「二、三年は難しい、財

政を好転させてから戻したい」との答弁があっ

たばかりですが、再びここで検討をお願いした

いものであります。 

 加えて問題がもう一つあります。市報を担当

する職員体制が事実上１人であるという実態で

あります。私は、これは少々深刻な問題ではな

いかと考えているところであります。市報の編

集ソフトが特殊なソフトであることから、専門

的な知識と経験がなければ編集できないという

点です。パソコンを十分に使いこなせる人でさ

えもすぐには覚えられないのです。今後の市報

のあり方、人材育成の観点からいっても２人体

制が望ましいのは明らかでありますし、当然、

発行回数も２回に戻すのが筋と思いますが、い

かがでしょうか。内谷市長にお伺いし、壇上か

らの質問とさせていただきます。ご清聴ありが

とうございます。（拍手） 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。我妻議員

のご質問にお答えいたします。 

 議員の方からは大きく２点、まず最初の、１

点目のあやめ公園100周年に向けてについてで

ございますが、ことしから来年にかけて100周

年記念事業にどのように取り組むかというご質

問でございます。 

 実は、昨年、平成22年が100周年だというこ

とを知ったところでございます。そういった意

味ではちょっと勉強不足だったんですが、そん

なことから昨年の早い時期に商工観光課とお話

ししまして、今からその準備を進めようという

ことになったところです。今からというのは昨

年からということなんですが。ただし、基本的

にはまず短期、ここ、その22年のときまで、

100周年までやることと、ある程度時間をかけ

て、お金もかけてやることということで、短期、

中期に分けて考えていこうということでいろい

ろ検討をいただいているところでございます。 

 そんなことで、議員の方からもありましたよ

うに、最近少し明るくなりつつあるなと感じて

おられるということなんですが、それも昨年は

ちょっと専門家も呼びましてあやめ公園の感想

をお聞きしたり、あとお金をかけないで改善と

いいますかイメージを変えられる部分、どうい

うところにあるかとか、そういったアドバイス

などもいただきながら、幸いなことに国の補正

で経済活性化とか生活対策の交付金などもあっ

たということで、少しお金をかけてきたという

状況でございます。 

 まず、ことしのお祭りの内容を検討する体制

を今、観光協会の方につくっていただいておる

わけでございますけども、我妻議員もそのメン

バーだということで、まず来年に向けて、お祭

り自体についてもことしからいろいろ試行錯誤

を繰り返していただき、来年よりよいイベント

等ができるようにお願いしてるところでござい

ますが、ことしは「昭和レトロ」を切り口とし

た事業を考えているようでございます。そして

この方向については私も同じ考えであり、こと

しの取り組みについて、ぜひ市民の皆様の感想

などもお聞かせいただきたいなというふうに思

っております。期待しております。 

 観光事業については、基本的に今までは観光

協会を中心としていくということだったと思い

ます。それは観光協会は市民の皆様が献身的な

努力と熱意によって、ボランティアで運営をい

ただいている団体であると。その観光協会の方
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に長井の観光事業は委託しているわけでござい

ますので、そういった基本的なスタンスだとい

うふうに思っております。しかし、これからは

こういった厳しい経済情勢の中で、長井はもの

づくりがあくまでも基幹の産業、これは製造業、

さらには農業もその部分に入るかと思いますけ

ども、そこに力を入れていかなければならない

のは当然でありますが、やはり新たな雇用の創

出として観光事業の経済波及効果っていいます

か、これは期待というよりはむしろそういうふ

うに雇用の創造の産業として育てなきゃいけな

い。これについてはやはり観光協会には残念な

がらなかなか難しい点もあるだろうというふう

に思っております。そんなことで、市の、行政

側のしっかりとした方針を定めながら、そうい

った産業の育成に力を入れていくと。 

 一方で、観光協会のいわゆる法人化について

も検討していかないと、いつまでたっても観光

産業の担い手としての、牽引役としての役割っ

て難しいっていうふうに思っております。した

がいまして、イベント等についても、今一生懸

命ボランティアでお願いしているわけでござい

ますけども、一つ一つの事業を見てみますと、

採算性とかっていうのは全くと言っていいほど、

失礼ですけども、考慮しないで、やはりいかに

市民に喜んでいただくかというスタンスでこれ

考えていただいておりますので、それはそれで

貴重でありますけども、これを継続的にする場

合は事業性ということも考えなければならない

というふうに思っています。 

 そんな中で、議員の方から具体的なご提案い

ただきました。例えば、黒獅子まつりを６月に

スライドさせてあやめ公園で開催してはどうか

と。これはなかなかおもしろいっていうふうに

思ってます。ですから、観光協会の中でどのよ

うに議論されて、じゃあ来年はあやめ公園の時

期にやろうとかということになっていただけれ

ばありがたいと、私はおもしろいんじゃないか

なというふうに思っております。 

 それから、期間を決め入園料を無料にしては

どうかということについては、入園料を無料に

するというよりも、何か記念品を出した方がい

いんじゃないかなと。市民の皆さんは無料なわ

けでございますので、そのように思ってるとこ

ろです。 

 あと夜のアヤメを見てもらうために夕方から

無料にし、園内で屋台祭りなどを開催してはど

うかと。ぜひこれは検討すべきだなと思います

し、どうもここ数年来、あやめ公園の夜のイベ

ントがなくなった。しかも市民が参加できるよ

うなイベントもなくなったというふうに思って

おりますので、これはぜひ考えていかなきゃい

けないと思います。 

 それから長井踊りの復活ですが、これはなか

なか難しいのかなと思ってます。できれば長井

踊りにかわるようなものを、やっぱり市民が参

加して踊れるようなものを、100周年をきっか

けとしてつくっていくという方がよろしいんじ

ゃないかなと思っています。 

 それから、市役所屋上のネオンについては、

これは撤去したのは残念だったわけですけども、

かなり年数がたったということで撤去したばか

りですので、これをさらにというのは、今の段

階ではちょっと難しいかなと思っております。

ただ、発想としてはおもしろいというふうに思

っております。 

 それから、小中学生から大人まで参加するア

ヤメの写生コンテスト、これはぜひやっていた

だきたいと。私も議員のときに提案したことあ

ったんですが、やはり今の、総合学習とかそう

いった時間があるんですが、また指導要綱など

が変わりまして、そういった自由に使える時間

が少なくなったということではありますけども、

ぜひ小中学校の方でしていただけないかどうか、

教育委員会の方にお願いして、来年のことであ

りますので、できれば来年はご協力いただきた
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いなというふうに思っております。 

 それ以外にも、例えば去年あやめサミットっ

ていうところに、私２回ほど出させていただい

てるんですが、去年は潮来だったんです。潮来

は、ことしも出ておりましたけども、あやめ娘

っていうのを公募で、長井で前にやったコンテ

ストじゃないんですね。20人ぐらいの方を募集

して、それで交代であやめ公園の周りをやっぱ

り案内係としてやるんだそうですね。あと潮来

の場合は水郷ですので、櫓舟がありまして、そ

の櫓舟もこいでくれるんだそうです、有料です

けども。ことしもテレビで紹介されてましたけ

ども、総理大臣の方にあやめ娘が表敬訪問して

ると。これはおととしからしたことだそうなん

です。ですからそういったことでＰＲも頑張っ

てやってますし、なかなかそういったこともお

もしろいんじゃないかなと思ってます。 

 あやめ公園の方のやっぱりイベントっていう

のが、さっき言いましたように少なくなった。

あとコンテストもなくなった。カラオケショー

も昔はやってましたけどなくなった。それから

冠大会、スポーツとかあるいは、この写生大会

もそうなんでしょうけど、そういったものもま

だ残ってはいますけども、市の主催のやつはな

くなった。つつじ公園なんかでつつじまつりの

場合はマラソンやってますし、いろんなことを

やってるんですけども、あやめに関してはどう

もおろそかになってるんじゃないかなという反

省が私はあると思います。 

 これからの観光協会の理事や市民団体を中心

として各祭りの内容を検討する中で、観光協会

内部の活性化を期待するところでございますが、

来年に向けては今考えてるところはこんなこと

を考えております。 

 まず、身障者トイレや園路の舗装、これ特殊

舗装がいいと思うんですが、それから河川敷駐

車場などの整備、河川敷の駐車場についてはや

はり一番最初の印象が余りよくないんじゃない

かなと思っているところです。ですからこれを

きちんと、あるいは県管轄の河川でありますけ

ども、それを借用してるわけですが、ぜひきち

んとした形で整備する必要があるだろうと。そ

れから２点目としては、あやめ公園とはぎ公園、

さらには丸大扇屋を結ぶ回遊性をこれきちんと

有機的につなぐということ。それから３点目と

しては、夜と水辺を演出する仕掛けや事業、そ

れから昔あったサーカスとか化け物小屋みたい

な、お化け屋敷みたいな、そういうふうなもの

があったらおもしろいんじゃないかなというふ

うに考えておりまして、次年度に向けまして、

ぜひ検討チームを観光協会と市民の中から、あ

るいは関係する団体等でつくっていきたいなと

いうふうに思います。 

 それから、市民の気持ちをどう盛り上げるか

という点でございますが、市民に足を運んでも

らえるような盛り上げ方が必要なのではないか

と、全く同感であります。そのためには、長井

の子供たちにいわゆるあやめ公園の昔のような

にぎわいあるいはわくわく感と、そういったも

のを持っていただけるようなお祭りにすること、

公園につくり上げること、それから子供を中心

に市民に楽しんでもらえるものを、これなかな

か難しいんですけども、つくり上げる必要があ

ると思います。 

 先ほど申し上げましたように、ことしは昭和

あやめ商店や屋台村などを計画しているようで

ありますので、来年度に向けてそうした事業の

反響などを見てみたいと思います。 

 また、過去には地区長の皆様、あるいは議会、

周辺の市町村の観光協会とか行政の方などもお

招きして、アヤメ観賞会って毎年やっておりま

した。今はもうやっておりませんので、そうい

った機会が少なくなりましたけれども、ぜひい

ろんな団体にあやめ公園のあやめ会館を利用い

ただきながら、そこで懇親会などをしていただ

きながら、夜のあやめ公園を楽しんでいただけ
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るような、そんなことを声がけしていかなきゃ

いけないというふうに思ってるところでござい

ます。 

 あやめ公園の全体的な構想については商工観

光課長の方から答弁あるかと思いますけども、

やはり長井に欠けているのは、公園そのものは

南の方の高台の入り口がなくなったということ

で、立体感がなくなったと。高いところからも

見れる、低いところからも見れるということが

なくなったので、そういった意味では非常に平

面的で物足りないというところがあると。それ

からほかのアヤメ公園などを見てみますと、水

郷の中に咲いているアヤメの中を歩くという、

そういう情緒があるんですけども、残念ながら

長井はちょっと畑みたいになってしまっている

ので、そこのところを舗装にするのか、木道み

たいなのがいいのか、そういったところも含め

て考えなきゃいけませんし、やはりイメージと

しては水郷とか水が一番最初に出てきますので、

そこをどういうふうに演出するかだと思います。

ただ、長井の500種のアヤメ、長井古種も含め

て、あと100万本というのは、これは日本一で

すので、これが売りですので、その売りもきち

んと生かしつつ変えていかなきゃいけないとい

うふうに思ってます。 

 次に、大きく２点目の、市報の広域化と発行

回数についてでございますけども、まず、観光

やまちづくりの広域化が進む中、市報に広域枠

を設けてはどうかということでございますが、

イベントへの集客という点では他市町の広報紙

利用は大変有効だと考えますし、ＮＰＯ団体が

広域的に活動していることからも、市町の枠を

越えて広く知られることも大変有意義だと思っ

ております。市や町をまたがった掲載記事のや

りとりについては、相手があることですので方

法をいろいろ検討しなければなりませんが、要

望が多く、それぞれの事業が効果的に進められ

るのであれば、ぜひ検討してまいりたいという

ふうに考えているところでございます。 

 それから、私の方からあとは発行回数をふや

してほしいという市民の声についてでございま

すが、議員の方からは前にもそういったことで

ご質問いただいて、ぜひ検討しなきゃいけない

ということでございますが、やはり市報の発行

回数については、あと担当職員を１名にしたと

いうことについては、平成19年、20年の本当に

厳しい、もう予算も組めるかどうかといった瀬

戸際の中で苦渋の選択をしたわけでございます

ので、いずれ発行回数を２回に戻すか、あるい

は担当者も、２人っていうことはできないかと

思いますが、もう一人の職員を兼務で、1.5人

の体制に戻したいというふうに思っております。 

 ただ、発行回数を１回にして、割と地区長さ

んの皆様からは、「いや、１回でよかった」と

いう声もあるのも事実であります。ただし、月

１回ということになりますので、地区内で回覧

とかいろんな案内するときに、タイムリーなも

のじゃなくなってしまうもんですから、独自に

地区によっては別な日に回している日もあると

いうことですので、広報の方にはそういった声

はないということでございますが、やはり２回

ということも、戻すということも必要なのかな

というふうに考えているところでございます。 

 財政状況は少し先が見えてきたということで、

まだまだ予断を許しませんが、広報については

非常に重要な、市政の動きやあるいは市のいろ

んなイベント等の情報をお知らせするツールで

すので、これはぜひ検討していきたいと思いま

す。 

 ただし、もう一方で、市報を２回にふやすと

いうことじゃなくて、市報は１回でもしかした

らいいのかもしれないと。ただし、議会の中継

がインターネットの中継で今回からなるように、

私が考えておりますのは、ＪＡＮを使って、い

わゆる光ケーブルを使ったケーブルテレビと。

テレビで市の情報あるいはイベント情報、市内
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の動きなどを知らせるようなことができないか

ということで、平成19年にＮＴＴの方、支店長

始めお越しいただいていろいろ検討いただきま

した。技術的にも可能だと。あと最初の投資額

あるいはランニングコストも何とかできるんじ

ゃないかなと思ったところでございます。ただ

し、今度はコンテンツっていうか、番組をつく

る、そういう制作の部分をどうするかとかいろ

んなことがあったんですが、ＪＡＮの方でその

後、私の方からもお願いに行きましたけども、

少し検討していただいてるようでして、インタ

ーネットテレビみたいな形で、パソコンを開か

ないでテレビでその情報見れるということが可

能だというような状況になりましたので、それ

らについても検討の材料の一つかなと。 

 いずれにしても議員おっしゃるように、市の

情報をもっともっと市民にお知らせしながら、

情報公開を進めていくことが大切だというふう

に思ってるところでございます。 

 私の方からは以上です。 

○町田義昭議長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 まず１点目の、市内外へのＰＲはというふう

な点でございますが、現在、記念式典等の開催

の有無及びその内容につきまして、現段階では

まだ着手してない状況でございます。ただ、今

頭の中にございますのは、結城市長さん、この

方は毎年あやめまつりの際の結城市の物産展に

合わせて来市をされております。姉妹都市でも

あります結城市長さん、それから日本花菖蒲協

会の役員の方などにつきましては、正式に長井

の方においでいただくようなことは考えていき

たいというふうに思ってございます。また、招

待というふうなまでにはいかないまでも、フラ

ワー都市の自治体関係者あるいはあやめサミッ

ト関係者、それからフットパスの協会等、これ

からの連携につながるような皆様方に対しては

ぜひともご案内をしたいものだというふうに考

えてございます。 

 あとＰＲとして大切なことは、とにかく早目

に事業内容を固めてＰＲをしていくというふう

なことだろうというふうに考えてございます。

２月あるいは３月ぐらいまでにはそれぞれの既

存の祭りも含めてなんですが、事業内容を固め

てポスター等を作成しながら、それを持ってい

ろんなところにご案内をすると、ＰＲをしてい

くというふうなことが必要だろうというふうに

思っております。こういったふうな日程的な部

分を念頭に置きながら、これから観光協会の皆

様方とも検討を進めていきたいというふうに考

えてございます。 

 それから２点目の、施設整備の予定あるいは

考え方でございます。ことしは高台並びに北口

のトイレの改修、案内所というふうな形での整

備を中心に多少行うことができました。あやめ

公園の整備計画全体について、今現在持ち合わ

せていない状況でございますが、あやめ会館な

どを含めた大規模な改修につきましては、公園

全体の改修というふうなことで考えますとかな

り専門的な知識を要するのであろうと。時間、

それから金額的にもかなり大きなものが予想さ

れるというふうなことで、今現在はやれるとこ

ろ、あるいはやってもよいだろうというふうに

考えられる部分につきまして手を入れていると

いうふうな状況でございます。 

 これからの整備方向につきましては、先ほど

市長がお話をなさった点と重なるかと思います

が、野川、それから總宮神社まで含めての中で、

水、それから歴史、それから花というふうなも

のをつなぐ形でのあやめ公園の全体の位置づけ

の中で整備をしていく必要があるんだろうとい

うふうに考えてございます。 

 河川敷あるいは園内の身障者トイレ、それか

ら園路の舗装といったふうなこと、あるいは水

辺の環境というふうな部分につきましては、現

在、国の方から出されております交付金事業の
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中でも一端は要求をさせていただいております。

こうしたものにつきまして、可能なものから実

施していくというふうなことで考えております。 

 21年度につきまして、あやめ公園の再スター

トの年にしていきたいというふうなことで考え

ております。以上です。 

○町田義昭議長 飯澤常雄総務課長。 

○飯澤常雄総務課長 おはようございます。我妻

議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、第１点目の市報の広域化枠の件でござ

いますが、長井市の市報につきましては、これ

はご案内のとおり、長井市の市報発行規則に基

づきまして対応してるわけでございますが、広

域的な情報、これはイベント情報も含みますけ

ども、そういった紹介記事あるいは募集記事な

ど、これは必要に応じてその都度掲載をさせて

いただいております。ただし、基本的には長井

市内に関するイベント情報あるいは長井市民に

直接かかわること、これを優先するのが大前提

であろうかと思います。スペースがあれば他の

市町催し掲載するという対応で対応しておりま

すけども、これは長井市に限らずほかの自治体、

団体等のところでも同じような対応ではないか

なというふうに思います。 

 他の自治体に広域枠の例あるかということで

ございますが、今申し上げたとおり、私どもち

ょっと承知してる限りではそういった事例はご

ざいませんというふうにお答えするしかないよ

うでございます。 

 ほかの自治体からさまざまな市報・町報など

をちょうだいをしております。私どもの記事の

参考ですとか、こういうこともやってるのかと

か、いろいろ今後の研さんも含めて対応できる

ものですから今も続けておるんですけども、そ

ういったところをちょっと見てみました。で、

やはり定期的に枠、コーナーを設けて対応して

いるというところはちょっと残念ながらなかっ

たようでございます。 

 先ほど市長のご答弁にもありましたように、

これからそういったニーズがあって、しかも有

意義な部分で対応できる部分があるとすれば、

置賜一円というわけにはちょっといきませんけ

ども、少なくとも隣町あたりには、白鷹、飯豊

さんあたりには声がけすることは可能であると

いうふうに思います。 

 次に、２点目でございますが、有料記事枠、

これ記事というふうにちょっとご質問受けたん

ですが、ご質問の内容をちょっと伺ってみます

と、どうも広告というふうにもとらえられるの

かなというふうに思います。現在、市の市報、

それからホームページ等でいわゆる有料広告の

掲載、これは実施をしております。昨年の８月

に庁内で企画調整課さんと私ども総務課の方で

いろいろ協議をさせていただきまして、有料広

告を市報あるいはホームページに載せる際の基

準ですとか、さまざまな取り扱いの詳細にわた

っていろいろ決めさせていただきました。昨年

の10月から実施をしておりまして、ちなみにち

ょっとＰＲですけども、延べ11件、13万1,000

円ほど20年度決算では収入ちょうだいしており

ます。それなりに一定の反響があったというこ

とで、今後も続けていく対応で今進めてるわけ

でございますけども、これらの部分のところで

この有料広告の掲載の基準、これらに該当する

ものであれば、イベント情報なども当然なじん

でくる部分のところはあるのかなというふうに

は思います。 

 ただし、実務面で申し上げますと、いわゆる

広告掲載、依頼あったものがすべてを受け入れ

てるわけではございません。やはり中には、先

ほど申し上げました掲載の基準等に照らして、

これはちょっと不適切ではないかというものは

はねさせていただいているものもございます。 

 そういったところで、そういった部分の基本

をしっかり見きわめながら対応はしていきたい

というふうに考えております。 
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 ほかの自治体との、いわゆる先ほどの物々交

換のところでございますが、こちらの方は広告

の部分のところで対応できる部分はその枠のと

ころで対応していただいて、ページを買い取っ

ていただくようなケースの場合ですと、これは

１ページ１万何千円という形で買い取って対応

していただくというようなことになろうかと思

います。 

 私からは以上です。 

○町田義昭議長 ３番、我妻 昇議員。 

○３番 我妻 昇議員 ご答弁ありがとうござい

ました。 

 まず、あやめ公園についてですけれども、ど

うも言ってることはわかるんですけれども、こ

とし99年、来年100年だというのがもうちょっ

と感じられないなというふうに思わざるを得ま

せん。 

 私が今回この一般質問で取り上げたところで

わかってほしいのは、先人たちがかなりの努力

をされてこれまでつくり上げてきたということ

をわかってもらうべきだと、市民に、または市

内外に。市長は来年が100周年だと昨年気づい

たんだと。市民もそうなんですよ。市民、まだ

知らない方もたくさんいらっしゃると思います。

なので、あやめ公園って何でここまでこうなっ

たのか、そもそもだれがつくったのか。戦争中

は芋畑か何かちょっと詳しくわかりませんけれ

ども、もうアヤメの花を全部抜いて食料の畑に

したんだと。でもその戦争が終わってからまた

一つ一つ植えていき、また自分の財産をなげう

ってという人もいらっしゃったようですけれど

も、努力によってここまできた。昭和30年代、

40年代、50年代まででしょうか、全盛期で、長

井を代表する、全国で有名なまでなったわけで

すよね。きのうも先人たちの功績っていうこと

で、企業城下町のことも出ておりましたけれど

も、長井のあやめ公園もまさに先人たちの努力

でここまできたんだと。そういうことを念頭に

置けば、この99年、ことし、来年100周年とい

うのは、もっと本気でぶつかっていくものでは

ないのかなというふうに思っておりますので、

市長も商工観光課長ももう少し迫力が欲しいな

と思います。 

 私が個人的に提案したというか、思いつきで

提案しましたことですけれども、ぜひ検討して

いただきまして、ネオンなんていうのは今でも

よく言われます。いろんな市役所に行政視察に

なんか行くと、「ああ、あのネオンの長井市で

すね」っていうふうに言われるんですよ。もう

かなりのインパクトあったみたいですね、あの

ネオンというのは。なので、ちょっと現実的じ

ゃないというふうに思われるかもしれませんけ

れども、それほどインパクトのあった、市役所

にネオン飾ると。まずあそこまで戻れればなと

いうふうに思ってるわけですけども、戻れなく

ても、意識だけでももっと上の方に上げるべき

ではないかなと思います。 

 サーカスを呼ぶなんてもう最高じゃないです

か。今、サーカスなんて見れないですよね。サ

ーカスを呼んだり、それも観光協会に検討して

もらう、観光協会に何か丸投げしているような

イメージがどうしてもつきまとうわけですけれ

ども、この市の考え方と観光協会の考え方を抱

き合わせしたり、どうやったら市民の気持ちを

盛り上げられるのかというのを、もうちょっと

タッグを組んでやられたらどうでしょうか。ど

うも水郷の演出ですとか、アヤメ観賞会の復活

ですとか、そういったことは実際、観光協会に

そういった話題を提供しているのか、市は、市

長はこういうことを考えてるんだ、商工観光課

長はこうなんだということを観光協会とどうい

うふうにすり合わせしていらっしゃるのか、ど

うもそこら辺が見えてこない。このまま100周

年に向けて果たして向かっていけるのか、商工

観光課長の答弁では、式典をするかしないかも

まだ検討してないということでございましたの
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で、どうも何となく不安が残るわけですが、市

長のお気持ちをもうちょっと詳しく市民の気持

ちを盛り上げる、または市役所そのものの気持

ちを盛り上げるという点について、もう一度ご

答弁をお願いしたいと思います。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 我妻議員がおっしゃるように、

アヤメというのは長井にとってはシンボルだと

いうふうに思ってます、市章が何しろアヤメで

すから。それから、私も議員のときにはあやめ

公園のことを何回も質問いたしました。しかし、

我妻議員おっしゃるようなことよくわかります

が、どういうわけかここ平成になってからあや

め公園っていうのは魅力を感じないような施設

にしてしまったということで、それは行政の反

省もありますけども、観光協会とのかかわりっ

ていうのも大きな要素かなと思ってます。 

 批判を恐れずに申し上げますと、観光協会に

ついては残念ながら今まではなかなか私が意見

を申し上げる機会がなかった。しかし、市民の

皆様がいろいろ考えて検討されてやったことに

ついて批判はできませんので、ですからそうい

った意味では、なぜあやめ公園にもっと力を入

れてもらわなかったんだと、それは商工観光課

の方には強く言いました、今までも、去年、お

ととし。ところが商工観光課でも受け入れても

らえなかったと。変な話なんですけども、そう

いう実態は我妻議員はよくわかってらっしゃる

と思うんですね。ですから、ことしようやく新

しい体制になって、市長が顧問として入れてい

ただけましたけども、今までは顧問としても入

れていただけなかったと、そういう現実があっ

たと思います。 

 そういった中で、まずはアヤメだけは市で管

理してるわけですから、よくしようということ

で、作業長含めて一生懸命努力いただいてすば

らしいアヤメにはしていただいた。ですから、

後はお祭りの部分をどうするのかなというふう

に思ってるところです。 

 あと、市の方ではこれから私がこうしろ、あ

あしろということではなくて、やはりいろんな

市民の皆様の意見もお伺いしながら一緒にやっ

ていくことだと思いますので、私としてはこう

したい、ああしたいってのはもちろんあります、

いっぱい。ただ、予算が残念ながら厳しいとか、

そういう制約はありますし、あと施設そのもの

も、実は私も若いとき仕事で、例えば川崎にあ

る向ヶ丘遊園とか、あとは富士急ハイランドと

か、コンサルを１年間したことがありますので、

ある程度セミプロとしての見方もできます。そ

ういった見方からして、あそこは市民公園じゃ

なくて観光公園ですから、そこをどうするかと

いう部分については言いたいことがたくさんあ

るんですが、なかなか一概にはできないと。で

すから私がお願いしたいのは、我妻議員は観光

協会の理事として頑張っていただいてるわけで

すから、観光協会ももっと盛り上げていただき

たい。市ではそれにこたえるということで準備

はしておりますので、来年などはいろんな式典

もしたいと思ってますし、記念事業とか。しか

も１日で終わるんじゃなくて２日とか３日かけ

てやるべきぐらいの内容だろうと。議員ご指摘

のとおりですよ。ですからそれは、ぜひ観光協

会からも盛り上げていただければありがたいな

と思っています。市としても努力したいと思い

ます。 

○町田義昭議長 ３番、我妻 昇議員。 

○３番 我妻 昇議員 責任のなすり合いみたい

なことになると困りますので、私もそれ以上言

いません。 

 例えば市民の盛り上がりでいいますと、この

間、北中の教頭先生としゃべったときに、100

周年のときにボランティアガイドを中学生でや

りたいんだというふうな構想を持ってると、ま

だ具体化してませんけれども。そのようにあや

め公園の100周年を盛り上げようとしてるとこ
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ろが一部に出てきておりますので、私が聞く限

りですけれども。そういったところをすぐにに

おいをかぎつけてというんでしょうか、そうい

った市民の声を拾い上げて、市、観光協会、市

民一丸となって100周年に向かっていただきた

いと思います。私も努力いたします。 

 それで、市報の広域化、発行回数については、

有効であると市長はおっしゃるわけですけれど

も、総務課長は基本は長井市内なんだと、それ

はまあ当たり前ですよね。ニーズがあればとい

うことなんですが、ニーズは調査すればあると

思います。調査しなければないと思いますんで。

前回も発行回数を２回に戻してほしいという声

がたくさんあるはずだ、もっと調べてください

と、待ってるだけじゃなくて総務課長に調べて

くださいというふうに申し上げたんですが、そ

こら辺はどうなったのかはわかりませんけれど

も、どうも真に市報がどうあるべきか、市民が

どう求めているのかということを市の方から調

査していないのではないかなというふうに受け

取られるのですが、総務課長いかがですか。 

○町田義昭議長 飯澤常雄総務課長。 

○飯澤常雄総務課長 お答えいたします。 

 昨年、市報の発行回数につきましてはいろい

ろご意見などもいただきました。折に触れまし

て、私ども所管のところでは地区長さん方のお

集まりの地区長連合会の方の事務局的な対応し

ておるわけでございますけども、折に触れてい

ろいろご意見などはちょうだいをしております。

アンケート様式のような形で市内全地区長さん

にお聞きはしておりませんけども、その都度い

ろいろ情報などはとっております。それからこ

とし、来る７月６日にも１回目の連合会様との

懇談、市長・副市長との懇談会を予定しておる

ところでございますけども、そちらの方でも今

お話になったような部分のところもご議論いた

だくような予定でおります。以上です。 

○町田義昭議長 ３番、我妻 昇議員。 

○３番 我妻 昇議員 広域枠のこともこれかな

り有効だと私は思っております。ぜひ長井市が

音頭をとって、３市５町入れると７万件って、

ちょっと私、正式な数字が調べてないんですけ

ども、かなりの広報、広告、告知効果だという

ふうに思っておりますので、以前は３市５町か

あるいは西置賜だったんでしょうか、広報担当

の集まりがあったと。以前はっていつごろまで

だったのかわかりませんけれども、それが自然

消滅したというふうにお聞きしております。そ

れを復活させて、こういったことどうだという

ようなざっくばらんな話し合いをする場を長井

市が音頭とるっていうのはだめでしょうか、市

長。合併をしようというような話し合いじゃな

いわけですので。広域枠設けたらどうだと、ま

ずは１つの記事から始めようじゃないかという

ふうなことを、まず音頭をとるというのはいか

がですか、市長。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 議員がおっしゃるように、私は

もう少し広域でいろんな情報を共有することが

必要だと思いますし、今度置賜の広域行政事務

組合の理事会等々で、その他でぜひちょっと一

回早速呼びかけてみたいというふうに思います。 

○町田義昭議長 ３番、我妻 昇議員。 

○３番 我妻 昇議員 これは観光に携わったり、

まちづくりやいろんなイベントを立ち上げる人

から言わせると、のどから手が出るほどおいし

い企画、取り組みだと思いますので、そこを十

分に酌み取っていただいて、市長がおっしゃい

ますようにぜひ話をしていただきたいと思いま

す。 

 質問は以上であります。ありがとうございま

した。 
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